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～「はじめに」より抜粋 ～
農薬の開発には、病虫害発生から原体開発（創薬）、製剤化、生物試験、安全性試験、工業化（プロセ
ス化学)、販売そして法令と多岐にわたる学術的人的貢献が欠かせない。
本書では、農薬デザインの基本事項に続き、農薬企業9社による11の創薬事例を解説する。合成化学と
生物検定のキャッチボールが、リード化合物の作出と構造活性相関～最小活性構造単位や最強活性構造
単位～の解明に繋がる様、そして上市への道筋を、実例を通じて辿っていただきたい。本書が、創薬研究
者だけでなく、農薬開発全般の関係者、これからを目指す方々の参考になれば幸いである。
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農薬デザイン研究会は1985年に発足し、関西と関東の農薬会社が交互に幹事となって、毎年テーマを
決めてシンポジウムを開催しています。創薬に興味のある方はHPをチェックしてみてください。
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